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研究成果の概要（和文）：本研究は、耐久消費財の浸透など消費パターンの変化が、インド農村

の下層階層においても生じていること、変化は単なる物的な消費財の面に限らず、教育、宗教

活動などに広がっていること、消費の変化は階層関係など社会関係の変容や下層階層の自立化

によって促進されていること、またその変動は 1950-60 年代から徐々に生じていると推定され

ること、農村消費の変化が産業へ影響を及ぼしていることなどを、明らかにした。 

 
 
研究成果の概要（英文）：Main findings are: (1) The last decades witnessed remarkable 
changes in consumption behaviors even of lower strata of the rural population as shown by 
the penetration of consumer durables among them. (2) These people have started not only 
buying and using these goods but also expanding their educational, religious and other 
activities. (3) The changes have been stimulated by a transformation in the village social 
structure, especially by the empowerment of the subaltern groups among the villagers. (4) 
People are likely to have started using new commodities as early as in the 1950s and 1960s. 
(5) The changes in consumption patterns have stimulated the growth of some industries.  
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１．研究開始当初の背景 
 (1)近年のインドの急速な経済成長に刺激
されて、1980 年以降の消費の文化人類学的

分析は発表されているが、1980 年以前の時
期の消費変動について 80 年以降の経済変動
との関連を視角にいれた経済学的研究はほ



とんどなかった。 
 (2)インド経済の高度成長は都市中間層の
拡大による耐久消費財需要の拡大によって
牽引されたという通説的見解に対して、農村
部の上層階層以外の農村消費がより重要で
あると我々は推定したが、十分な実証的研究
はされていなかった。 
 
２．研究の目的 
 1950 年代以降における、インドの人々、
特に農村中・下層階層の消費パターンの変化
を、耐久・非耐久消費財、教育、宗教活動、
家屋改築、旅行など日常的・非日常的な諸側
面について、分析することによって、1980
年以降のインド経済の持続的高成長を支え
た国内市場的条件に関する通説的理解を批
判して、その成長がインド農村社会経済構造
の長期の変容に基づくものであることを明
らかにすることを目指した。 
 
３．研究の方法 
 (1)南インド・タミルナードゥ州タンジャー
ヴール県・ティルチラーパッリ県およびセー
ラム県の村落にて、世帯ごとに職業と消費に
関係するデータを収集する等のフィールド
ワークを行い、社会的経済的階層ごとの消費
パターンの変化を検出する。 
 (2)1950 年以降の南インドの現地語の新
聞・雑誌の広告欄を収集し、広告の内容の変
化から、消費や販売戦略の変動を分析する。 
 (3) National Council of Applied Economic 
Research による世帯の耐久消費財所持調査な
ど関連統計を収集して、分析する。 
 (4)著名寺院などで聴取り調査をおこない、
巡礼への参加の増大に対応した、宗教施設側
の対応を調査する。 
 
４．研究成果 
(１)以下の調査・研究を行った。 
 ①テイルチラーパッリ県村落で、全世帯に
関して所持耐久消費財データや消費に関す
る聴取り調査を行い、世帯データの電算機へ
の入力と分析を行った。また、タンジャーヴ
ール県の村落における 1950 年代以降の消費
動向の経年変化に関する聴取り調査や、セー
ラム農村地域でデータを収集した。 
 ②インド・チェンナイ Roja Muthiah 
Research Library にて収集した、タミル語
雑 誌  “Kumutam” “Ananta vikatam” 
(1950-70 年代)掲載広告を分析をした。 
 ③インドの National Council of Applied 
Economic Research 等にて統計資料の収集
を行い、その分析を行った。 
 ④インド・チェンナイで、共同研究者と討
論を行い、さらに、インド・チェンナイの研
究所より研究者を招へいし、これらの分析結
果と成果を検討するワークショップを東京

で開催した。 
 

（２）これらの調査・分析を通じて、次のよ

うな知見を得た。 

 ①1980年の前回調査と比して、2007-8年時

点には、村落内のすべての階層やコミュニテ

ィにおいて非農業就業が最も重要な収入源と

なるなど、職業上の変化は顕著である。ただ

し指定カーストの場合、就業者数の過半は農

業賃労働者であることには、留意が必要であ

る。 

 ②電力、水道、家屋の改築などの面で28年

前とは格段の改善がみられた。指定カースト

成員を含め耐久消費財の浸透は顕著である。

扇風機やガス調理セット、テレビ、携帯電話

などの普及率は高く、バイクも2-3割の世帯が

所有している。ただ、普及率にはコミュニテ

ィによる差異が存在する。 

 ③下層階層の一部も都市の私立小学校に子

供を通学させたり、村内の結婚式場で結婚式

を行い始めるなど、教育面や生活スタイルの

面でも顕著な変化が生じつつある。 

 ④2000年以降は、指定カースト成員が、ほ

かのカースト成員とともに、巡礼旅行に行き

はじめるなど、宗教活動上の変化が生じた。 

 ⑤都市近郊の農村地域の一部は都市通勤民

の居住地域化するなど農村社会の非農業化が

生じている。 

 ⑥南インド村落の下層階層においては、70

年代に歯磨きの使用など日常品消費の変化が

生じはじめ、80年代以降に自転車やラジオな

どの低価格耐久消費財の浸透が始まった。調

査村では、ほとんどの下層階層の家屋が、藁

葺家屋泥壁からレンガ家屋に建替えされた。

広告の分析から、こうした消費生活の変化は

1950年代から70年代にかけて始まっているこ

とが推定される。 

 ⑦また、巡礼参加者の拡大にともない、聖
地が拡大・発展し「奇蹟の商品化」が進んだ。 
 ⑧村民結婚式時に絹サリーの着用が普及
し、カーンチープラムのサリーが「正統」絹
サリーとしての地位を確立していくなど、消
費の変化は産業のあり方にも影響を及ぼし
ている。 
 ⑨以上のように、消費パターンの変化が農
村下層階層においても生じていること、その
範囲は単なる物的な消費財の面に限らず、教
育、宗教活動など多面に広がっていること、
消費パターンの変化は階層関係など社会関
係の変動特に下層階層の自立化と関連して
いること、こうした消費の変動は 1950 年代
以降徐々に生じていると推定されること、農
村消費パターンの変化が産業への影響を及
ぼしていることなどは、本研究が始めて本格



的に実証的に指摘した事実である。ただ、実
証の面ではより一層の深化が望まれること
も付言しておきたい。 
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